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大山乳業農協 １年の振り返り
白バラニュース2019
2019 年も残すところあとわずか。皆さんにとっ
てこの１年はどんな年だったでしょうか？
今回は「白バラニュース２０１９」と題し、
今 年 の 大 山 乳 業 農 協 の 出 来 事をご 紹 介し
ます。

女性活躍推進企業認定

父の日に乳を贈ろう！
ＰＲへ平井県知事訪問

カントリーマアムから
白バラコーヒー味発売

牛乳の日に絵本「こんにちは
もーちゃん」発売

乳価値上げ・製品価格改定

白バラ認証制度始動

　今 年 は 平 成 から令 和 へと元 号 が 代 わり、
多くの人々が新しく訪れる時代へ期待と希望
を抱き胸を躍らせました。
　一方では昨年に引き続いて今年も台風や
水 害 など甚 大 な 被 害をもたらし、改 めて自
然 災 害 の 恐ろしさを 思 い 知ることとなりま
した。
　そんな中、日本で開催されましたラグビー
ワールドカップ２０１９では日本代表が史
上初の決勝トーナメント進出に人々が盛り上
がり、日本代表チームからパワーをもらいま
した。
　流 行 語 大 賞 に なった「ＯＮＥ ＴＥＡＭ」
という言葉は、ラグビーチームを作るうえで
一体感のある組織を目指そうと考えられた言
葉です。
　創立７３年を迎えた大山乳業農協は、発
足当初の想いを白バラブランドとその精神
から生まれる製 品と共 に代々受 け継ぎ今日
に至ります。
　組合員・役職員一丸の「ＯＮＥ ＴＥＡＭ」
となり、想 いを共 有し一 体 感 のある組 織で
あり続けるよう邁進致します。

「平成」から「令和」へ
新しい時代も大山乳業農協の
変わらない思いを胸に

専務理事  平野 浩

3月
4月
4月
6月
6月
7月

大 山 乳 業 農 協 は 鳥 取 県 から
「鳥取県男女共同参画推進企

業」「輝く女性活躍パワーアッ
プ企業」の２つに認定されま
した。これからも男女共に働
きやすい職場づくりを積極的
に進めます。

より良質な生乳生産のために
鳥取県独自の基準をもとに行
う「白バラ認証制度」が始動。
春と秋の巡回審査に合格した
牧場には大山乳業農協オリジ
ナル の 認 証 看 板 が 掲 げられ
ます。

酪農家の吉田さんが、沢山の
方に牛の事を知ってほしいと
の思いから作られた絵本が牛
乳の日に合わせて発売されま
した。絵本は鳥取県の図書館
と小学校へ寄贈されています。

6 月 16 日の乳の日を前に「父
の日に乳を贈ろう！」キャンペー
ンの一環で平井県知事を訪問
しました。知事のダジャレも冴
え、和やかな訪問に。知事と
一緒に「牛乳で乾杯！」。　　

不二家とのコラボ商品「カント
リーマアム白バラコーヒー味」
が発売されました。今年は、他
社とのコラボ商品発売も注目
されました。

生産基盤の回復・強化を目的
に、生産者団体と乳業メーカー
が 2019 年４月度から乳価の
値上げに合意。主要原材料相
場や物流コストも高騰する中
で、製品価格の改定を行いま
した。

テレビ番組「日本のチカラ」
で指導課の仕事を紹介

大山乳業ブランドムービー
公開

（株）ブッシュクローバーズ
竣工式

・2019産直フォーラムin京都
・酪友フォーラム
・大山乳業酪農女性部部員研修会
・工場見学通路開放デー
・来場者数10000人達成
・白バラ認証秋の巡回スタート

１月

２月

３月

４月

５月

８月

７月

９月

10月

11月

６月
牛乳
月間

8月
9月
10月

全国ネットのテレビ番組で指導
課の仕事を紹介して頂きまし
た。放送後は番組を見られた
方 から応 援 の 声を多 数 頂き、
大山乳業農協を知っていただく
事が出来ました。

第21回大山まきば祭開催
今年は天候に恵まれ約３００
０名の来場者と交流を深めまし
た。ステージでは県内の団体
が傘踊りやダンス、和太鼓を披
露。おいしいグルメや大山乳業
製品の試飲・試食もあり、賑や
かな１日になりました。

経理システムの更新や軽減税
率講習会を開くなど、消費税増
税を前に準備に追われました。
また、増税に伴い乳代精算シ
ステムも更新し、乳代精算書も
新しいフォーマットとなりまし
た。

消費税増税に伴い
乳代精算システム更新

11月
11月
12月

県内２つめのメガファームが竣
工しました。新牛舎は６００頭
収容でき、搾乳施設は４０頭
搾乳可能なロータリーパーラー
です。竣工式では多数の来賓
が参列し、竣工を祝いました。

大山乳業の酪農を知っていた
だくため、ブランドムービーを
作成。動画は３編で構成され、
酪農家の仕事風景や
鳥取の自然を温かみ
の ある 映 像と共 に
ぜひご覧ください。

来年１年間、卓球 松平選手と
のスポンサー契約を交わす事と
なり、工場ＰＲ室にて記者発表
が行われました。発表には多数
の報道関係機関が訪れました。
大山乳業の牛乳・乳製品で松
平選手の活躍を応援します！！

卓球 松平健二選手と
スポンサー契約

・新年互礼会
・デーリーキッズサポート
・日本海新聞「鳥取県平成史」

・第34回中国地区Ｂ＆Ｗショウ
・第３回大山町乳牛共進会
・西日本酪農発表大会

・鳥取県生協産直ミニ懇談会

・白バラ認証春の巡回審査スタート
・ゴールデンウィーク工場特別開放

・デーリーキッズサポート
・京都生協、コープしが「鳥取フェア」

・令和元年度鳥取県畜産共進会
・令和元年度製造技術発表会
・白バラ牛乳ふれあい交流会

・工場見学通路開放デー

・京都生協「初夏の鳥取フェア」
・第13回中部酪農祭
・工場見学来場者3,698名達成

・第48回全国酪農青年女性酪農
   発表大会

・京都生協「もーもーキャンプ」
  ＆コープしが「サマーキャンプ」

・第52回通常総会
・工場見学通路開放デー
・第30回鳥取県Ｂ＆Ｗショウ
・大山まきばみるくの里スプリング
  オープン
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１．来場者 10,000 人セレモニーのようす
２．イベントには多くの子ども達も参加します
３．工場にはここでしか見られない貴重な資料も
４．お客様の目に触れる壁にはこんな飾り付けが
５. 工場見学担当スタッフの山﨑さんと村上さん
６. みんな大好き「白バラ牛乳」が待ってます !!

６
５

４
３

２
１

る
方
に
30
代
の
若
い
世
代
が
多
い
こ
と
を

生
か
し
て
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
シ
ェ
ア
企
画
を
開
催
。

工
場
見
学
イ
ベ
ン
ト
の
告
知
画
面
を
シ
ェ

ア
し
た
画
面
を
当
日
ス
タ
ッ
フ
に
提
示
す

る
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
と

い
う
企
画
で
、
結
果
的
に
約
２
０
０
人
の
目

に
工
場
見
学
の
情
報
が
触
れ
る
嬉
し
い
結

果
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
受
付
を
待
つ
列
が
で
き
、
あ
っ

と
い
う
間
に
下
足
場
も
い
っ
ぱ
い
に
。来
場

の
皆
さ
ん
は
工
場
見
学
に
加
え
、
ケ
ー
キ
の

試
食
や
新
製
品
の
試
飲
、
そ
し
て
骨
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
を
満
喫
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　
思
わ
ぬ
効
果
に
驚
き
な
が
ら
も
、
企
画
の

重
要
性
や
事
前
準
備
な
ど
来
年
に
つ
な
が

る
学
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
何
よ
り
沢
山
の
ご
来
場
の
お
客

様
の
楽
し
そ
う
な
声
や
笑
顔
を
拝
見
し
、

「
ま
た
次
も
来
ま
す
」
と
手
を
振
っ
て
帰
ら

れ
た
後
姿
を
見
送
っ
た
際
は
、
や
っ
て
よ

か
っ
た
と
思
え
る
瞬
間
で
し
た
。

　
今
年
度
の
来
場
者
数
は
、
現
時
点
で
予
約

の
お
客
様
も
含
め
１
万
７
４
５
名
。来
年

は
、
さ
ら
に
若
い
世
代
の
来
場
者
増
加
を
目

指
し
た
い
と
の
事
。そ
の
た
め
に
は
、
イ
ベ

ン
ト
だ
け
で
な
く
、
通
常
の
見
学
来
場
者
の

底
上
げ
も
重
要
で
す
。

　
大
山
乳
業
農
協
の
工
場
見
学
の
特
徴
は
、

お
客
様
と
の
絶
妙
な
距
離
感
。家
族
で
見
学

に
来
ら
れ
た
方
か
ら
は
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒

に
撮
っ
た
写
真
を
添
え
て
お
礼
状
が
届
き

ま
す
。何
度
来
て
も
新
し
い
発
見
が
あ
る

「
楽
し
い
」
工
場
見
学
と
な
る
よ
う
進
化
を

続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
家
族
に
手
を
引
か
れ
て
工
場
の
見
学

に
訪
れ
る
小
さ
な
お
子
さ
ん
が
、
将
来
大
人

に
な
り
自
分
の
家
族
と
共
に
再
び
大
山
乳

業
農
協
の
工
場
見
学
へ
来
て
く
だ
さ
る
日

が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。　

こ
れ
か
ら
目
指
す
の
は

「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」

の
見
学
と
は
異
な
り
、
予
約
不
要
の
工
場
見

学
イ
ベ
ン
ト
の
回
数
を
今
ま
で
の
３
回
か

ら
８
回
に
増
や
し
て
開
催
。さ
ら
に
地
元
琴

浦
町
の
イ
ベ
ン
ト
と
も
コ
ラ
ボ
す
る
な
ど
、

イ
ベ
ン
ト
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
イ
ベ
ン
ト
は
い
か
に
「
ま
た

行
っ
て
み
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
か
が

重
要
。毎
回
似
た
よ
う
な
企
画
で
は
来
場
者

は
伸
び
悩
み
ま
し
た
。月
に
１
度
行
う
工
場

見
学
会
議
に
は
、
営
業
課
・
企
画
室
も
参
加

し
、
企
画
立
案
を
行
い
、
６
月
の
牛
乳
月
間

に
合
わ
せ
て
開
催
し
た
際
は
「
利
き
牛
乳
」

を
実
施
。豪
華
景
品
が
当
た
る
と
あ
っ
て
、

大
人
も
子
ど
も
も
こ
ぞ
っ
て
参
加
さ
れ
ま

し
た
。中
に
は
、
自
宅
で
飲
ん
で
予
習
し
て

き
た
と
い
う
方
も
。

　
そ
し
て
、
今
年
１
万
人
の
来
場
者
数
を
実

現
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
た
の
は
、
11
月
の
イ

ベ
ン
ト
で
す
。琴
浦
町
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン

ト
と
コ
ラ
ボ
し
た
結
果
、
な
ん
と
過
去
最
多

の
９
０
０
名
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
工
場
見
学
に
訪
れ

　
大
山
乳
業
農
協
は
２
０
１
６
年
に
創
立

70
周
年
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
大
山
乳
業
農
協

が
目
指
す
姿
を
「
ブ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン
」
と

し
て
定
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
に
「
工
場
見
学
来
場
者
を
年
間
１

万
人
以
上
に
す
る
」
と
い
う
目
標
が
あ
り
、

目
標
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

何
度
で
も
来
た
く
な
る

工
場
見
学
を
目
指
し
て

　
こ
こ
数
年
の

来
場
者
数
は
増

加
傾
向
に
あ
り

ま
し
た
が
、目
標

と
る
す
る
１
万

人
に
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
そ
こ
で
、予
約

が
必
要
な
通
常

工場見学
来場者推移

2017 年 2018 年 2019 年

5千人

1万人

7,496人
8,887人

10,745人

　
工
場
に
訪
れ
る
と
、
牛
柄
の
ベ
ン
チ
に
出

迎
え
ら
れ
、
記
念
ス
テ
ッ
カ
ー
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
。「
う
わ
！
す
げ
ー
！
」「
お
母
さ
ん
、
早
く

こ
っ
ち
見
て
！
」

　
県
内
外
か
ら
訪
れ
る
お
客
様
を
笑
顔
の

ス
タ
ッ
フ
が
出
迎
え
る
の
は
大
山
乳
業
農

協
の
牛
乳
・
ヨ
ー
グ
ル
ト
工
場
見
学
。

　
11
月
16
日
、
大
山
乳
業
農
協
の
工
場
見
学

ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
初
め
て
の
記
念
す
べ

き
瞬
間
が
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
ス
タ
ッ
フ
の
気
分
の
高
揚
を
よ
そ
に
到

着
さ
れ
た
の
は
湯
梨
浜
町
か
ら
来
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ん
。

　
ス
タ
ッ
フ
が
案
内
し
た
部
屋
に
入
る
と
、

な
ん
と
そ
こ
は
工
場
見
学
来
場
者
１
万
人

達
成
セ
レ
モ
ニ
ー
の
会
場
！

　
皆
さ
ん
が
突
然
の
セ
レ
モ
ニ
ー
に
驚
い

て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
小
前
組
合
長
か
ら
記

念
品
を
受
け
取
り
、
セ
レ
モ
ニ
ー
に
登
場
し

た
カ
ウ
ィ
ー
と
記
念
写
真
を
撮
る
な
ど
、
大

変
喜
ん
で
く
だ
り
、
お
客
様
に
と
っ
て
も
記

念
に
残
る
出
来
事
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
今
回
達
成
し
た
来
場
者
１
万
人
の
舞
台

裏
に
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
は
記
念
す
べ
き
来
場
者
１
万
人
を

達
成
し
た
大
山
乳
業
農
協
の
工
場
見
学
へ

潜
入
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

祝  

今
年
度
工
場
見
学

来
場
者
数
１
万
人
突
破
！

今年度来場者数１０,０００人突破！

大山乳業農協工場見学
＜消費者の皆さんへ大山乳業農協の魅力発信＞



１．来場者 10,000 人セレモニーのようす
２．イベントには多くの子ども達も参加します
３．工場にはここでしか見られない貴重な資料も
４．お客様の目に触れる壁にはこんな飾り付けが
５. 工場見学担当スタッフの山﨑さんと村上さん
６. みんな大好き「白バラ牛乳」が待ってます !!

６
５

４
３

２
１

る
方
に
30
代
の
若
い
世
代
が
多
い
こ
と
を

生
か
し
て
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
シ
ェ
ア
企
画
を
開
催
。

工
場
見
学
イ
ベ
ン
ト
の
告
知
画
面
を
シ
ェ

ア
し
た
画
面
を
当
日
ス
タ
ッ
フ
に
提
示
す

る
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
と

い
う
企
画
で
、
結
果
的
に
約
２
０
０
人
の
目

に
工
場
見
学
の
情
報
が
触
れ
る
嬉
し
い
結

果
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
受
付
を
待
つ
列
が
で
き
、
あ
っ

と
い
う
間
に
下
足
場
も
い
っ
ぱ
い
に
。来
場

の
皆
さ
ん
は
工
場
見
学
に
加
え
、
ケ
ー
キ
の

試
食
や
新
製
品
の
試
飲
、
そ
し
て
骨
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
を
満
喫
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　
思
わ
ぬ
効
果
に
驚
き
な
が
ら
も
、
企
画
の

重
要
性
や
事
前
準
備
な
ど
来
年
に
つ
な
が

る
学
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
何
よ
り
沢
山
の
ご
来
場
の
お
客

様
の
楽
し
そ
う
な
声
や
笑
顔
を
拝
見
し
、

「
ま
た
次
も
来
ま
す
」
と
手
を
振
っ
て
帰
ら

れ
た
後
姿
を
見
送
っ
た
際
は
、
や
っ
て
よ

か
っ
た
と
思
え
る
瞬
間
で
し
た
。

　
今
年
度
の
来
場
者
数
は
、
現
時
点
で
予
約

の
お
客
様
も
含
め
１
万
７
４
５
名
。来
年

は
、
さ
ら
に
若
い
世
代
の
来
場
者
増
加
を
目

指
し
た
い
と
の
事
。そ
の
た
め
に
は
、
イ
ベ

ン
ト
だ
け
で
な
く
、
通
常
の
見
学
来
場
者
の

底
上
げ
も
重
要
で
す
。

　
大
山
乳
業
農
協
の
工
場
見
学
の
特
徴
は
、

お
客
様
と
の
絶
妙
な
距
離
感
。家
族
で
見
学

に
来
ら
れ
た
方
か
ら
は
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒

に
撮
っ
た
写
真
を
添
え
て
お
礼
状
が
届
き

ま
す
。何
度
来
て
も
新
し
い
発
見
が
あ
る

「
楽
し
い
」
工
場
見
学
と
な
る
よ
う
進
化
を

続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
家
族
に
手
を
引
か
れ
て
工
場
の
見
学

に
訪
れ
る
小
さ
な
お
子
さ
ん
が
、
将
来
大
人

に
な
り
自
分
の
家
族
と
共
に
再
び
大
山
乳

業
農
協
の
工
場
見
学
へ
来
て
く
だ
さ
る
日

が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。　

こ
れ
か
ら
目
指
す
の
は

「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」

の
見
学
と
は
異
な
り
、
予
約
不
要
の
工
場
見

学
イ
ベ
ン
ト
の
回
数
を
今
ま
で
の
３
回
か

ら
８
回
に
増
や
し
て
開
催
。さ
ら
に
地
元
琴

浦
町
の
イ
ベ
ン
ト
と
も
コ
ラ
ボ
す
る
な
ど
、

イ
ベ
ン
ト
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
イ
ベ
ン
ト
は
い
か
に
「
ま
た

行
っ
て
み
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
か
が

重
要
。毎
回
似
た
よ
う
な
企
画
で
は
来
場
者

は
伸
び
悩
み
ま
し
た
。月
に
１
度
行
う
工
場

見
学
会
議
に
は
、
営
業
課
・
企
画
室
も
参
加

し
、
企
画
立
案
を
行
い
、
６
月
の
牛
乳
月
間

に
合
わ
せ
て
開
催
し
た
際
は
「
利
き
牛
乳
」

を
実
施
。豪
華
景
品
が
当
た
る
と
あ
っ
て
、

大
人
も
子
ど
も
も
こ
ぞ
っ
て
参
加
さ
れ
ま

し
た
。中
に
は
、
自
宅
で
飲
ん
で
予
習
し
て

き
た
と
い
う
方
も
。

　
そ
し
て
、
今
年
１
万
人
の
来
場
者
数
を
実

現
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
た
の
は
、
11
月
の
イ

ベ
ン
ト
で
す
。琴
浦
町
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン

ト
と
コ
ラ
ボ
し
た
結
果
、
な
ん
と
過
去
最
多

の
９
０
０
名
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
工
場
見
学
に
訪
れ

　
大
山
乳
業
農
協
は
２
０
１
６
年
に
創
立

70
周
年
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
大
山
乳
業
農
協

が
目
指
す
姿
を
「
ブ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン
」
と

し
て
定
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
に
「
工
場
見
学
来
場
者
を
年
間
１

万
人
以
上
に
す
る
」
と
い
う
目
標
が
あ
り
、

目
標
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

何
度
で
も
来
た
く
な
る

工
場
見
学
を
目
指
し
て

　
こ
こ
数
年
の

来
場
者
数
は
増

加
傾
向
に
あ
り

ま
し
た
が
、目
標

と
る
す
る
１
万

人
に
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
そ
こ
で
、予
約

が
必
要
な
通
常

工場見学
来場者推移

2017 年 2018 年 2019 年

5千人

1万人

7,496人
8,887人

10,745人



　
こ
の
春
６
年
ぶ
り
に
本
所
勤

務
に
な
り
ま
し
た
営
業
課
の
山

根
で
す
。

　
私
の
オ
ス
ス
メ
は
宅
配
専
用

牛
乳
の「
厳
選
大
山
牧
場
」で
す
。

　
こ
の
商
品
は
約
30
年
前
に
発

売
さ
れ
、鳥
取
県
産
生
乳
の
中
で

も
特
に
厳
し
い
基
準
を
満
た
し

た
生
乳
の
み
を
使
用
し
た
プ
レ

ミ
ア
ム
牛
乳
で
す
。

　
発
売
当
時
は
バ
ブ
ル
経
済
全

盛
期
。時
代
の
後
押
し
を
受
け
、

ま
さ
に
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
商

品
で
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
昭
和
・
平
成
の
時
代

を
思
い
起
こ
さ
せ
る
こ
の
商
品

は
、今
も
昔
も
当
組
合
の
最
高
峰

の
牛
乳
で
す
。

　
時
代
は
変
わ
れ
ど
豊
か
さ
と

ロ
マ
ン
を
感
じ
さ
せ
る
「
厳
選
大

山
牧
場
」を
こ
れ
か
ら
も
多
く
の

消
費
者
の
方
に
飲
ん
で
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

品質管理通信

意外と知らない身近な「品質管理」

第８回   ノロウイルスにご用心

最高峰の牛乳、ぜひ飲んでください！！

おしえて！！ケーコさん 短
歌
や
川
柳
で
ニ
ン
マ
リ
笑
っ
て
ご
し
な
い
よ

我
が
家
に
双
子
君
が
誕
生
し
ま
し
た

田
中
義
博
さ
ん（
倉
吉
市
）

田
中
義
博
さ
ん（
倉
吉
市
）

女
房
と
毎
日
毎
日
乳
搾
り

　
　
　
　
　
　好
き
な
ん
だ
よ
な  

お
互
い
の
事

らくのう
ギャラリー

ほっとひといき

組合員さんの
趣味・特技を紹介 救

急
の
病
棟
に
似
た
酪
農
業

　
　
　
　
　
　そ
れ
以
上
な
り  

品
管
の
日
々
も

優
し
さ
に 

鳩
達
も
寄
る 

酪
農
課

川
柳
コ
ー
ナ
ー

短
歌
コ
ー
ナ
ー

　
先
日
、
我
が
家
に
双
子
の
子
牛

が
産
ま
れ
、
家
族
中
至
福
の
瞬

間
!!
で
も
双
子
ち
ゃ
ん
で
は
な

く
、双
子
君
で
し
た
。残
念
！

　
す
る
と
孫
３
人
が
「
ど
こ
に
も

売
ら
な
い
ヨ
。誰
に
も
売
ら
な
い

ヨ
。じ
ぃ
や
ん
、
こ
の
双
子
は

ず
ー
っ
と
飼
っ
て
乳
搾
る
け
な
!!
」

特
に
３
番
目
が
私
を
睨
ん
で
言
い

ま
し
た
。

　
孫
は
か
わ
い
い
よ
ネ
、
子
供
は

い
い
よ
ネ
。本
当
は
双
子
の
雄
な

の
に
ネ
。本
当
に
チ
ビ
ス
ケ
達
は

か
わ
い
い
よ
ネ
。70
の
お
じ
い
が

泣
き
笑
い
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。

　
も
う
一
度
、残
念
！

　直 接 お 持ち い た だく
際は、指導課山根・企画
室福井・佐伯まで。
　メールで投稿の際は、
件名へ【らくのうギャラ
リー行き】とご記入頂き、
email@dainyu.or.jp へ
お送りください。

皆さんからの投稿
お待ちしています

　今年も早いもので残すところあとわず
か。この時期に注意が必要なのはノロウ
イルスです。ノロウイルスは１年を通して
発症のリスクがありますが、特にこの時期
に発生のピークを迎えます。
　感染経路は、カキ等の二枚貝や調理者
の手指から汚染された食品を飲食するこ
とで発症する食中毒やノロウイルス感染
者の嘔吐物や排便物を原因とする接触感
染、嘔吐物処理後の残渣が乾燥後空気中
に浮遊することが原因となる塵埃感染等
です。このうち、調理者の手指からの食品
の汚染や接触感染は、トイレの後・帰宅
後・調理前や調理中の徹底した手洗い
を行うことで防ぐことができます。石鹸で
10 ～ 30 秒もみ洗いし、その後流水で 15
秒 間 す す ぎ を することで ウイル ス を
99.99％減らすことができると言われてい
ます。また汚染された食品は、85 ～ 90℃、
90 秒以上しっかりと加熱することでノロ
ウイルスは不活化します。もし身近でノロ
ウイルス感染者が嘔吐した場合は適切に
処理し※1、床や絨毯等にウイルスを残さ
ないようにしましょう。もちろん、処理作業
後の手洗いはより念入りにすることも重
要です。
　年末年始は、お酒の席への誘いも増え
ますが、ノロウイルスは調理従事者から
の二次汚染が多数を占めています。自分
が感染源とならないよう、また、家族に感
染者が生じた場合はそれを拡げないよう
心がけたいものですね。
※1 嘔吐物の処理方法は厚生
　  労働省のホームページを
      ご参照ください。

　
11
月
11
日
（
月
）
か
ら
小
前
組
合
長
と
管

理
職
と
の
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
始
ま

り
、
各
部
署
か
ら
管
理
職
が
集
ま
り
業
務

や
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、
今
後
の
組
合
に
つ

い
て
な
ど
活
発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　
初
回
の
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
終

え
、
小
前
組
合
長
は
若
手
の
管
理
職
か
ら

前
向
き
な
意
見
を
多
く
聞
く
事
が
で
き
、

た
の
も
し
い
と
感
じ
た
。若
い
管
理
職
は

教
え
る
立
場
の
一
方
で
、
ま
だ
先
輩
管
理

職
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
多
い
。職
員
同
士
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
思
い
や
り
の
気

持
ち
を
持
っ
て
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。と
参

加
者
へ
コ
メ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
ス
タ
ー
ト
し
た
管
理
職
向
け
の
ラ

ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
３
月
末
ま
で
全
11

回
の
予
定
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

企
画
室
レ
ポ
ー
ト

管
理
職
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

役員室を会場に、和やかな雰囲気でランチミー
ティングが行われました

　
10
月
17
日
（
木
）
熊
本
県
熊
本
市
で
全
国

農
協
乳
業
協
会
主
催
の
令
和
元
年
度
製
造

技
術
体
験
発
表
会
が
開
催
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ

の
技
術
発
表
と
情
報
共
有
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
昨
年
よ
り
２
組
多
い
６
組
が

参
加
し
、
大
山
乳
業
は
乳
製
品
課
の
横
山

と
岡
本
君
の
２
名
で
参
加
し
ま
し
た
。受

乳
・
ク
リ
ー
ム
・
バ
タ
ー
・
粉
乳
の
４
部

門
で
独
自
製
作
し
た
洗
浄
機
、
粉
乳
工
場

Ｃ
Ｉ
Ｐ
の
自
動
化
等
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

の
視
覚
効
果
や
映
像
を
使
い
発
表
し
最
優

秀
賞
を
頂
き
ま
し
た
。

　
発
表
は
製
造
・
設
備
部
門
に
限
ら
ず
、

お
客
様
と
の
電
話
対
応
を
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー

ト
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
し
時
間
短
縮
等

を
行
う
「
お
申
し
出
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
活

用
に
よ
る
お
客
様
対
応
の
向
上
」
な
ど
も

あ
り
、
様
々
な
部
門
で
改
善
の
可
能
性
が

あ
る
事
を
実
感
し

ま
し
た
。

　
大
山
乳
業
は
昨

年
に
続
き
２
連
覇

す
る
こ
と
が
出
来

大
変
嬉
し
く
思
い

ま
す
。来
年
は
３

連
覇
し
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

（
乳
製
品
課 

横
山
）

製
造
技
術
体
験
発
表
会

最
優
秀
賞
受
賞

製
造
部
レ
ポ
ー
ト

発表のようす発表のようす

牛
乳
普
及
協
会
レ
ポ
ー
ト

牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

中
国
地
区
大
会
で
鳥
取
県
代
表
健
闘

最優秀賞【みるく親子丼】最優秀賞【みるく親子丼】

優秀賞【大葉香るカリッとカニクリ春巻き】優秀賞【大葉香るカリッとカニクリ春巻き】

　
11
月
16
日
（
土
）
岡
山
学
校
給
食
会
学
校

給
食
総
合
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
令
和
元
年

度
中
国
地
区
牛
乳
・
乳
製
品
料
理
コ
ン
ク
ー

ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
牛
乳
・
乳
製
品
の
知

識
普
及
と
消
費
促
進
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、中
国
５
県
の
県
大
会
を
勝

ち
進
ん
だ
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、最
優
秀
賞
は
岡
山
県
代
表

の
松
本
さ
ん
の「
み
る
く
親
子
丼
」、そ
し
て

優
秀
賞
に
は
鳥
取
県
代
表
の
山
本
さ
ん
の

「
大
葉
香
る
カ
リ
ッ
と
カ
ニ
ク
リ
春
巻
き
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
山
本
さ
ん
は
鳥
取
県
大
会
を
終
え
る
と

す
ぐ
に
具
材
の
切
り
方
や
彩
り
、盛
り
付
け

に
工
夫
を
重
ね
た
そ
う
で
、中
国
地
区
大
会

で
も
存
在
感
の
あ
る
一
皿
を
審
査
員
に
披

露
し
ま
し
た
。

　
11
月
11
日
か
ら
15
日
の
５
日
間
、Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
鳥
取
等
か
ら
28
名
で
千
葉
県
南
部

の
Ｊ
Ａ
安
房
管
内
の
青
木
温
室
組
合
の
温

室
団
地
で
割
れ
た
ガ
ラ
ス
の
片
づ
け
等
の

災
害
支
援
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
県
は
９
月
９
日
、
台
風
15
号
の
直
撃
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
の
な
い
甚
大
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。

　
多
く
の
倒
壊
し
た
家
屋
・
ハ
ウ
ス
が
手

つ
か
ず
で
残
る
中
、
農
家
に
よ
り
被
害
の
状

況
も
復
旧
の
進
捗
も
異
な
り
、
あ
る
農
家
で

は
「
出
荷
前
の
花
な
ど
が
全
損
・
全
壊
の
状

況
を
前
に
離
農
も
考
え
た
が
、
支
援
隊
が
来

て
く
れ
た
事
で
続
け
る
意
欲
が
湧
い
て
き

ま
し
た
。」と
い
う
言
葉
を
頂
き
、
今
回
の
活

動
が
、
微
力
で
す
が
力
に
な
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
た
５
日
間
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
乳
製
品
課
　
前
田
）

災
害
支
援
レ
ポ
ー
ト

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

千
葉
県
台
風
災
害
支
援
隊
に
参
加

割れたガラスの片付けのようす（写真左）



　
こ
の
春
６
年
ぶ
り
に
本
所
勤

務
に
な
り
ま
し
た
営
業
課
の
山

根
で
す
。

　
私
の
オ
ス
ス
メ
は
宅
配
専
用

牛
乳
の「
厳
選
大
山
牧
場
」で
す
。

　
こ
の
商
品
は
約
30
年
前
に
発

売
さ
れ
、鳥
取
県
産
生
乳
の
中
で

も
特
に
厳
し
い
基
準
を
満
た
し

た
生
乳
の
み
を
使
用
し
た
プ
レ

ミ
ア
ム
牛
乳
で
す
。

　
発
売
当
時
は
バ
ブ
ル
経
済
全

盛
期
。時
代
の
後
押
し
を
受
け
、

ま
さ
に
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
商

品
で
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
昭
和
・
平
成
の
時
代

を
思
い
起
こ
さ
せ
る
こ
の
商
品

は
、今
も
昔
も
当
組
合
の
最
高
峰

の
牛
乳
で
す
。

　
時
代
は
変
わ
れ
ど
豊
か
さ
と

ロ
マ
ン
を
感
じ
さ
せ
る
「
厳
選
大

山
牧
場
」を
こ
れ
か
ら
も
多
く
の

消
費
者
の
方
に
飲
ん
で
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

品質管理通信

意外と知らない身近な「品質管理」

第８回   ノロウイルスにご用心

最高峰の牛乳、ぜひ飲んでください！！

おしえて！！ケーコさん 短
歌
や
川
柳
で
ニ
ン
マ
リ
笑
っ
て
ご
し
な
い
よ

我
が
家
に
双
子
君
が
誕
生
し
ま
し
た

田
中
義
博
さ
ん（
倉
吉
市
）

田
中
義
博
さ
ん（
倉
吉
市
）

女
房
と
毎
日
毎
日
乳
搾
り

　
　
　
　
　
　好
き
な
ん
だ
よ
な  

お
互
い
の
事

らくのう
ギャラリー

ほっとひといき

組合員さんの
趣味・特技を紹介 救

急
の
病
棟
に
似
た
酪
農
業

　
　
　
　
　
　そ
れ
以
上
な
り  

品
管
の
日
々
も

優
し
さ
に 

鳩
達
も
寄
る 

酪
農
課

川
柳
コ
ー
ナ
ー

短
歌
コ
ー
ナ
ー

　
先
日
、
我
が
家
に
双
子
の
子
牛

が
産
ま
れ
、
家
族
中
至
福
の
瞬

間
!!
で
も
双
子
ち
ゃ
ん
で
は
な

く
、双
子
君
で
し
た
。残
念
！

　
す
る
と
孫
３
人
が
「
ど
こ
に
も

売
ら
な
い
ヨ
。誰
に
も
売
ら
な
い

ヨ
。じ
ぃ
や
ん
、
こ
の
双
子
は

ず
ー
っ
と
飼
っ
て
乳
搾
る
け
な
!!
」

特
に
３
番
目
が
私
を
睨
ん
で
言
い

ま
し
た
。

　
孫
は
か
わ
い
い
よ
ネ
、
子
供
は

い
い
よ
ネ
。本
当
は
双
子
の
雄
な

の
に
ネ
。本
当
に
チ
ビ
ス
ケ
達
は

か
わ
い
い
よ
ネ
。70
の
お
じ
い
が

泣
き
笑
い
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。

　
も
う
一
度
、残
念
！

　直 接 お 持ち い た だく
際は、指導課山根・企画
室福井・佐伯まで。
　メールで投稿の際は、
件名へ【らくのうギャラ
リー行き】とご記入頂き、
email@dainyu.or.jp へ
お送りください。

皆さんからの投稿
お待ちしています

　今年も早いもので残すところあとわず
か。この時期に注意が必要なのはノロウ
イルスです。ノロウイルスは１年を通して
発症のリスクがありますが、特にこの時期
に発生のピークを迎えます。
　感染経路は、カキ等の二枚貝や調理者
の手指から汚染された食品を飲食するこ
とで発症する食中毒やノロウイルス感染
者の嘔吐物や排便物を原因とする接触感
染、嘔吐物処理後の残渣が乾燥後空気中
に浮遊することが原因となる塵埃感染等
です。このうち、調理者の手指からの食品
の汚染や接触感染は、トイレの後・帰宅
後・調理前や調理中の徹底した手洗い
を行うことで防ぐことができます。石鹸で
10 ～ 30 秒もみ洗いし、その後流水で 15
秒 間 す す ぎ を することで ウイル ス を
99.99％減らすことができると言われてい
ます。また汚染された食品は、85 ～ 90℃、
90 秒以上しっかりと加熱することでノロ
ウイルスは不活化します。もし身近でノロ
ウイルス感染者が嘔吐した場合は適切に
処理し※1、床や絨毯等にウイルスを残さ
ないようにしましょう。もちろん、処理作業
後の手洗いはより念入りにすることも重
要です。
　年末年始は、お酒の席への誘いも増え
ますが、ノロウイルスは調理従事者から
の二次汚染が多数を占めています。自分
が感染源とならないよう、また、家族に感
染者が生じた場合はそれを拡げないよう
心がけたいものですね。
※1 嘔吐物の処理方法は厚生
　  労働省のホームページを
      ご参照ください。



①
流
行
時
期
の
前
に
一
斉
に
打
つ

　
肺
炎
が
流
行
し
や
す
い
時
期
に
な
る
前

に
、全
頭
に
一
斉
に
打
つ
方
法
で
す
。

　
11
月
〜
12
月
ご
ろ
が
最
も
良
い
で
す
が
、

肺
炎
は
春
先
ま
で
流
行
が
続
き
ま
す
の
で
、

１
月
上
旬
く
ら
い
に
打
っ
て
も
無
駄
に
は
な

り
ま
せ
ん
。

　
免
疫
の
付
き
方
は
牛
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き

が
あ
る
も
の
で
す
が
、
み
ん
な
に
一
斉
に
打

つ
こ
と
で
弱
い
牛
を
守
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

②
乾
乳
期
に
打
つ

　
特
に
疾
病
に
弱
い
分
娩
後
に
免
疫
を
上

げ
て
お
く
こ
と
が
出
来
る
点
で
優
れ
て
い

ま
す
。乾
乳
期
に
打
つ
こ
と
で
、
初
乳
を
通

し
て
子
牛
へ
の
免
疫
移
行
も
期
待
で
き
ま

す
（
親
の
初
乳
を
飲
ま
せ
て
い
な
い
場
合
は

移
行
し
ま
せ
ん
）。

　
継
続
し
て
い
け
ば
、
牛
群
全
体
の
肺
炎
へ

の
免
疫
力
も
上
が
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。一

斉
に
打
つ
よ
り
コ
ス
ト
が
分
散
さ
れ
る
の

も
利
点
で
す
。た
だ
し
、
な
か
な
か
種
が
付

か
な
い
牛
や
繁
殖
中
止
牛
が
取
り
残
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③
子
牛
の
出
生
時
や
群
移
動
時
に
打
つ

　 

出
生
時
は
親
の
初
乳
か
ら
免
疫
を
も
ら

う
の
が
一
般
的
で
し
た
が
、
そ
の
時
期
に
も

有
効
な
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す

（
鼻
粘
膜
に
投
与
）。ま
た
、一
頭
ず
つ
飼
育
さ

れ
て
い
た
子
牛
を
群
に
ま
と
め
る
と
き
に

は
ス
ト
レ
ス
で
特
に
病
気
に
か
か
り
や
す

指
導
課
コ
ラ
ム

肺
炎
予
防
に
ワ
ク
チ
ン
を

　全酪連  酪農セミナーが下記の日程で開催されます。興味のある方は是非ご参加ください。

２）講師：アダム・ロック博士（ミシガン州立大学）
３）参加費：1 名 5,000 円

令和２年２月 26 日（水）10:00 ～ 16:00

お知らせ：全酪連 酪農セミナー２０２０の開催について

日時 岡山国際交流センター （岡山市北区奉還町 2-2-1）場所

内容 １）演題：「乳牛への油脂給与」
　第１章　脂肪酸とは何か？
　第２章　乳牛の脂質消化と代謝
　第３章　乳脂肪はいかにして合成されるか？
　　　　　いかにしてそれを最大化させるか？
　第４章　脂肪酸添加の可能性

参加申し込み・お問い合わせ先
指導課  松井、または全酪連駐在  阿部まで

　
12
月
に
入
っ
て
急
に
寒
く
な
っ
て
き
ま
し

た
ね
。こ
の
季
節
に
は
、
子
牛
は
も
ち
ろ
ん

親
牛
で
も
肺
炎
の
流
行
が
起
こ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
放
牧
場
に
上
が
る
育
成
牛
で
は
呼
吸
器

病
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
投
与
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
後
打
つ
こ
と
が
な
け
れ
ば
肺
炎
ウ

イ
ル
ス
に
対
す
る
免
疫
が
な
く
な
っ
て
い
き

ま
す
。農
家
さ
ん
に
よ
っ
て
は
、
自
家
で
ず
っ

と
飼
っ
て
お
り
ワ
ク
チ
ン
を
打
っ
た
こ
と
が

な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

　
肺
炎
ウ
イ
ル
ス
、と
一
言
で
言
い
ま
す
が
、

中
に
は
流
産
を
引
き
起
こ
し
た
り
乳
量
を

激
減
さ
せ
た
り
す
る
も
の
も
あ
り
、
ひ
と
た

び
流
行
が
起
き
る
と
大
き
な
損
害
が
も
た

ら
さ
れ
ま
す
。

　
で
は
、
呼
吸
器
病
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
は
ど

ん
な
ふ
う
に
打
つ
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　
12
月
に
入
っ
て
急
に
寒
く
な
っ
て
き
ま
し

た
ね
。こ
の
季
節
に
は
、
子
牛
は
も
ち
ろ
ん

親
牛
で
も
肺
炎
の
流
行
が
起
こ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
放
牧
場
に
上
が
る
育
成
牛
で
は
呼
吸
器

病
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
投
与
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
後
打
つ
こ
と
が
な
け
れ
ば
肺
炎
ウ

イ
ル
ス
に
対
す
る
免
疫
が
な
く
な
っ
て
い
き

ま
す
。農
家
さ
ん
に
よ
っ
て
は
、
自
家
で
ず
っ

と
飼
っ
て
お
り
ワ
ク
チ
ン
を
打
っ
た
こ
と
が

な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

　
肺
炎
ウ
イ
ル
ス
、と
一
言
で
言
い
ま
す
が
、

中
に
は
流
産
を
引
き
起
こ
し
た
り
乳
量
を

激
減
さ
せ
た
り
す
る
も
の
も
あ
り
、
ひ
と
た

び
流
行
が
起
き
る
と
大
き
な
損
害
が
も
た

ら
さ
れ
ま
す
。

　
で
は
、
呼
吸
器
病
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
は
ど

ん
な
ふ
う
に
打
つ
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

く
な
る
の
で
、
前
も
っ
て
ワ
ク
チ
ン
を
打
っ

て
お
く
の
も
良
い
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
肺
炎
を
防
ぐ
た

め
に
は
ま
ず
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。換
気
を
し
て
新
鮮
な
空
気
を
入
れ
る

こ
と
、
農
場
に
出
入
り
す
る
方
に
消
毒
を
徹

底
し
て
い
た
だ
く
こ
と
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

が
整
っ
た
お
い
し
い
エ
サ
を
た
く
さ
ん
牛
に

食
べ
て
も
ら
う
こ
と
が
基
本
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
は
元
気
な
牛
に
打
た
な
い

と
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
に
興
味
が
あ
る
方
は
、

指
導
課
ま
た
は
か
か
り
つ
け
の
獣
医
師
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
乳
用
牛
（
子
牛
・
育
成
を
含
む
）
に
投
与

さ
れ
た
場
合
、
１
頭
あ
た
り
１
０
０
０
円
の

補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　　 く
な
る
の
で
、
前
も
っ
て
ワ
ク
チ
ン
を
打
っ

て
お
く
の
も
良
い
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
肺
炎
を
防
ぐ
た

め
に
は
ま
ず
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。換
気
を
し
て
新
鮮
な
空
気
を
入
れ
る

こ
と
、
農
場
に
出
入
り
す
る
方
に
消
毒
を
徹

底
し
て
い
た
だ
く
こ
と
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

が
整
っ
た
お
い
し
い
エ
サ
を
た
く
さ
ん
牛
に

食
べ
て
も
ら
う
こ
と
が
基
本
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
は
元
気
な
牛
に
打
た
な
い

と
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
に
興
味
が
あ
る
方
は
、

指
導
課
ま
た
は
か
か
り
つ
け
の
獣
医
師
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
乳
用
牛
（
子
牛
・
育
成
を
含
む
）
に
投
与

さ
れ
た
場
合
、
１
頭
あ
た
り
１
０
０
０
円
の

補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　　

名 称

日 程
(共進会行事)

出 品 規 模

会 場

主 催

10月31日（土）:
11月 1日（日）:
11月 2日（月）:

開会式、比較審査
比較審査、最高位決定審査
上位入賞パレード、閉会式・褒賞授与式

ホルスタイン種 ：250頭（41都道府県）・ジャージー種 ：20頭（7道県）

共  進  会：都城地域家畜市場　　協賛催事：共進会会場近隣地
共 進 会：一般社団法人 日本ホルスタイン登録協会
協賛催事：第15回全日本ホルスタイン共進会九州・沖縄ブロック大会実行委員会

サブタイトル
テ ー マ

開 催 期 間

共 進 会
酪 農 資 材 器 具 展・技 術 交 流 会ゾ ーン

2020年
10月30日（金）から11月２日（月）

2020年10月30日（金）から11月２日（月）

物 産 飲 食 ゾ ー ン
「物産・飲食」ゾーン：ミルクロードゾーン

協賛催事

第15回全日本ホルスタイン共進会九州・沖縄ブロック大会
酪農の祭典２０２０ in 九州・沖縄
新しい風は九州・沖縄から。ミルクでつながる、みんなの笑顔。

注：行事日程は、変更
になる場合があります

第
15
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

共
進
会
開
催
の
お
知
ら
せ

（
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
全
共
対
策
委
員
会
）

　
令
和
２
年
10
月
31
日
（
土
）
〜
11
月
２
日

（
月
）の
間
、
宮
崎
県
都
城
地
域
家
畜
市
場
に

お
い
て
「
第
15
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共

進
会
九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。本
県
の
出
品
割
当
て
は
５
頭（
一

般
３
頭
・
後
検
１
頭
・
高
校
１
頭
）
で
順
次

選
定
を
す
す
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
申
込
み
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
11
月
２
日
に
九
州
連
合
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
大
会

は
第
15
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

の
プ
レ
全
共
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、

事
前
調
査
を
踏
ま
え
視
察
に
い
っ
た
会
場
の

写
真
と
合
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

　
令
和
２
年
10
月
31
日
（
土
）
〜
11
月
２
日

（
月
）の
間
、
宮
崎
県
都
城
地
域
家
畜
市
場
に

お
い
て
「
第
15
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共

進
会
九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。本
県
の
出
品
割
当
て
は
５
頭（
一

般
３
頭
・
後
検
１
頭
・
高
校
１
頭
）
で
順
次

選
定
を
す
す
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
申
込
み
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
11
月
２
日
に
九
州
連
合
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
大
会

は
第
15
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

の
プ
レ
全
共
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、

事
前
調
査
を
踏
ま
え
視
察
に
い
っ
た
会
場
の

写
真
と
合
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

第15回全日本ホルスタイン共進会開催概要第15回全日本ホルスタイン共進会開催概要

●
九
州
連
合
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
の
よ
う
す

繋留場のようす繋留場のようす審査会場審査会場

グランドチャンピオン決定！グランドチャンピオン決定！ 審査序列審査序列



①
流
行
時
期
の
前
に
一
斉
に
打
つ

　
肺
炎
が
流
行
し
や
す
い
時
期
に
な
る
前

に
、全
頭
に
一
斉
に
打
つ
方
法
で
す
。

　
11
月
〜
12
月
ご
ろ
が
最
も
良
い
で
す
が
、

肺
炎
は
春
先
ま
で
流
行
が
続
き
ま
す
の
で
、

１
月
上
旬
く
ら
い
に
打
っ
て
も
無
駄
に
は
な

り
ま
せ
ん
。

　
免
疫
の
付
き
方
は
牛
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き

が
あ
る
も
の
で
す
が
、
み
ん
な
に
一
斉
に
打

つ
こ
と
で
弱
い
牛
を
守
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

②
乾
乳
期
に
打
つ

　
特
に
疾
病
に
弱
い
分
娩
後
に
免
疫
を
上

げ
て
お
く
こ
と
が
出
来
る
点
で
優
れ
て
い

ま
す
。乾
乳
期
に
打
つ
こ
と
で
、
初
乳
を
通

し
て
子
牛
へ
の
免
疫
移
行
も
期
待
で
き
ま

す
（
親
の
初
乳
を
飲
ま
せ
て
い
な
い
場
合
は

移
行
し
ま
せ
ん
）。

　
継
続
し
て
い
け
ば
、
牛
群
全
体
の
肺
炎
へ

の
免
疫
力
も
上
が
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。一

斉
に
打
つ
よ
り
コ
ス
ト
が
分
散
さ
れ
る
の

も
利
点
で
す
。た
だ
し
、
な
か
な
か
種
が
付

か
な
い
牛
や
繁
殖
中
止
牛
が
取
り
残
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③
子
牛
の
出
生
時
や
群
移
動
時
に
打
つ

　 

出
生
時
は
親
の
初
乳
か
ら
免
疫
を
も
ら

う
の
が
一
般
的
で
し
た
が
、
そ
の
時
期
に
も

有
効
な
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す

（
鼻
粘
膜
に
投
与
）。ま
た
、一
頭
ず
つ
飼
育
さ

れ
て
い
た
子
牛
を
群
に
ま
と
め
る
と
き
に

は
ス
ト
レ
ス
で
特
に
病
気
に
か
か
り
や
す

指
導
課
コ
ラ
ム

肺
炎
予
防
に
ワ
ク
チ
ン
を

　全酪連  酪農セミナーが下記の日程で開催されます。興味のある方は是非ご参加ください。

２）講師：アダム・ロック博士（ミシガン州立大学）
３）参加費：1 名 5,000 円

令和２年２月 26 日（水）10:00 ～ 16:00

お知らせ：全酪連 酪農セミナー２０２０の開催について

日時 岡山国際交流センター （岡山市北区奉還町 2-2-1）場所

内容 １）演題：「乳牛への油脂給与」
　第１章　脂肪酸とは何か？
　第２章　乳牛の脂質消化と代謝
　第３章　乳脂肪はいかにして合成されるか？
　　　　　いかにしてそれを最大化させるか？
　第４章　脂肪酸添加の可能性

参加申し込み・お問い合わせ先
指導課  松井、または全酪連駐在  阿部まで

　
12
月
に
入
っ
て
急
に
寒
く
な
っ
て
き
ま
し

た
ね
。こ
の
季
節
に
は
、
子
牛
は
も
ち
ろ
ん

親
牛
で
も
肺
炎
の
流
行
が
起
こ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
放
牧
場
に
上
が
る
育
成
牛
で
は
呼
吸
器

病
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
投
与
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
後
打
つ
こ
と
が
な
け
れ
ば
肺
炎
ウ

イ
ル
ス
に
対
す
る
免
疫
が
な
く
な
っ
て
い
き

ま
す
。農
家
さ
ん
に
よ
っ
て
は
、
自
家
で
ず
っ

と
飼
っ
て
お
り
ワ
ク
チ
ン
を
打
っ
た
こ
と
が

な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

　
肺
炎
ウ
イ
ル
ス
、と
一
言
で
言
い
ま
す
が
、

中
に
は
流
産
を
引
き
起
こ
し
た
り
乳
量
を

激
減
さ
せ
た
り
す
る
も
の
も
あ
り
、
ひ
と
た

び
流
行
が
起
き
る
と
大
き
な
損
害
が
も
た

ら
さ
れ
ま
す
。

　
で
は
、
呼
吸
器
病
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
は
ど

ん
な
ふ
う
に
打
つ
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　
12
月
に
入
っ
て
急
に
寒
く
な
っ
て
き
ま
し

た
ね
。こ
の
季
節
に
は
、
子
牛
は
も
ち
ろ
ん

親
牛
で
も
肺
炎
の
流
行
が
起
こ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
放
牧
場
に
上
が
る
育
成
牛
で
は
呼
吸
器

病
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
投
与
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
後
打
つ
こ
と
が
な
け
れ
ば
肺
炎
ウ

イ
ル
ス
に
対
す
る
免
疫
が
な
く
な
っ
て
い
き

ま
す
。農
家
さ
ん
に
よ
っ
て
は
、
自
家
で
ず
っ

と
飼
っ
て
お
り
ワ
ク
チ
ン
を
打
っ
た
こ
と
が

な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

　
肺
炎
ウ
イ
ル
ス
、と
一
言
で
言
い
ま
す
が
、

中
に
は
流
産
を
引
き
起
こ
し
た
り
乳
量
を

激
減
さ
せ
た
り
す
る
も
の
も
あ
り
、
ひ
と
た

び
流
行
が
起
き
る
と
大
き
な
損
害
が
も
た

ら
さ
れ
ま
す
。

　
で
は
、
呼
吸
器
病
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
は
ど

ん
な
ふ
う
に
打
つ
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

く
な
る
の
で
、
前
も
っ
て
ワ
ク
チ
ン
を
打
っ

て
お
く
の
も
良
い
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
肺
炎
を
防
ぐ
た

め
に
は
ま
ず
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。換
気
を
し
て
新
鮮
な
空
気
を
入
れ
る

こ
と
、
農
場
に
出
入
り
す
る
方
に
消
毒
を
徹

底
し
て
い
た
だ
く
こ
と
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

が
整
っ
た
お
い
し
い
エ
サ
を
た
く
さ
ん
牛
に

食
べ
て
も
ら
う
こ
と
が
基
本
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
は
元
気
な
牛
に
打
た
な
い

と
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
に
興
味
が
あ
る
方
は
、

指
導
課
ま
た
は
か
か
り
つ
け
の
獣
医
師
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
乳
用
牛
（
子
牛
・
育
成
を
含
む
）
に
投
与

さ
れ
た
場
合
、
１
頭
あ
た
り
１
０
０
０
円
の

補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　　 く
な
る
の
で
、
前
も
っ
て
ワ
ク
チ
ン
を
打
っ

て
お
く
の
も
良
い
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
肺
炎
を
防
ぐ
た

め
に
は
ま
ず
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。換
気
を
し
て
新
鮮
な
空
気
を
入
れ
る

こ
と
、
農
場
に
出
入
り
す
る
方
に
消
毒
を
徹

底
し
て
い
た
だ
く
こ
と
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

が
整
っ
た
お
い
し
い
エ
サ
を
た
く
さ
ん
牛
に

食
べ
て
も
ら
う
こ
と
が
基
本
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
は
元
気
な
牛
に
打
た
な
い

と
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
に
興
味
が
あ
る
方
は
、

指
導
課
ま
た
は
か
か
り
つ
け
の
獣
医
師
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
乳
用
牛
（
子
牛
・
育
成
を
含
む
）
に
投
与

さ
れ
た
場
合
、
１
頭
あ
た
り
１
０
０
０
円
の

補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　　



絶
大
な
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
食
品
メ
ー

カ
ー
で
す
！
な
く
て
は
な
ら
な
い
美
味
し

い
商
品
を
作
り
続
け
て
く
だ
さ
っ
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
応
援
し
て
い
ま
す
！
　
　    （
広
島
県
）

と
て
も
お
い
し
く
届
け
て
頂
け
る
の
を

毎
週
楽
し
み
に
待
っ
て
ま
す
。販
売
店
ま

で
徒
歩
２
分
。週
に
２
回
の
宅
配
と
、土

曜
日
に
は
４
歳
の
子
供
と
販
売
店
ま
で

直
接
買
い
に
行
っ
て
い
ま
す
。子
供
の
リ

ク
エ
ス
ト
で
瓶
の
牛
乳
が
い
い
そ
う

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　    

（
大
阪
府
）

鳥
取
大
山
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
愛
情

た
っ
ぷ
り
に
育
て
た
白
バ
ラ
牛
乳
と
乳
製

品
は
と
て
も
最
高
な
宝
物
だ
と
私
は
と

て
も
感
心
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
応
援

し
て
い
き
た
い
で
す
。                （
東
京
都
））

１
歳
に
な
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。安
心
安

全
で
、自
信
を
持
っ
て
選
べ
る
牛
乳
な
の

で
、我
が
子
に
も
、白
バ
ラ
牛
乳
を
飲
ん
で

成
長
し
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
島
根
県
）

初
め
て
白
バ
ラ
牛
乳
を
飲
ん
だ
と
き
は
、

美
味
し
さ
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。大
学

の
食
堂
に
も
売
っ
て
い
る
の
で
、時
々
飲

み
ま
す
。大
学
進
学
で
鳥
取
に
来
ま
し
た

が
、色
々
試
し
て
白
バ
ラ
牛
乳
が
１
番
美

味
し
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。    （
鳥
取
県
）

い
つ
も
紙
パ
ッ
ク
の
白
バ
ラ
牛
乳
を
美
味

し
く
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。で
す
が
瓶

の
牛
乳
を
飲
み
た
く
て
配
達
を
お
願
い
し

よ
う
か
悩
ん
で
い
ま
す
。 

　
　 

（
鳥
取
県
）

年 末 年 始 直売所・工場見学営業日
お問い合わせ窓口営業日について

【11月20日提出議案】
第１号議案      １０月末経営検討について
第２号議案       指導部関連規定の一部変更について
第３号議案       貸付牛規程の一部変更について
第４号議案       安全運転管理規定の一部変更について
第５号議案　  年末一時金について

理事会だより 令和元年11月20日理事会にて
次の議案が決議されました

物　流　課 直売所「カウィーのみるく館」
定休日について

製造管理課 工場緑地帯の
イルミネーションを始めました

次 回 の
定休日は 1月9日（木）です

※年末年始の営業日につきましては、右枠の【直売
所・工場見学営業日・お問い合わせ窓口営業日に
ついて】をご覧ください　　

　牛のモニュメントがある工場緑地帯にイルミネー
ションが復活しました。
　今年は、工場の建物内にもイルミネーションを施
して季 節を演 出して
います。
　イルミネーションは
年末頃まで点灯する
予定です。
　ぜひ、皆さんお楽し
みください。

ネットショップ：カウィーの白バラショップネットショップ：カウィーの白バラショップ
１２月２８日（土）～１月５日（日）まで

発送業務を休業致します
※詳しくはショップホームページをご覧ください

工場見学工場見学
１２月２９日（日）～１月５日（日）まで

工場見学を休業致します
※１月６日（月）より再開致します（要予約）

ＨＰお問い合わせフォームＨＰお問い合わせフォーム
１２月２８日（土）～１月５日（日）まで

問い合わせ対応業務を休業致します
※お問い合わせの送信は可能です
※期間中のお問い合わせについては
　１月６日（月）より順次対応致します

フリーダイヤルフリーダイヤル

※１月６日（月）より通常営業致します
フリーダイヤルを休業致します

１２月
１月

２８日（土）・２９日（日）・３１日（火）

１日（水）・２日（木）・４日（土）・５日（日）

各業務につきまして年末年始休業日のお知らせです

カウィーのみるく館カウィーのみるく館
１２月３１日（火）ＰＭより休業
  １月  １日（水）休業
  １月  ２日（木）休業
  １月  ３日（金）通常営業

１４：００まで営業

新年初売り
1月３日

です

酪農だよりに関するご意見ご感想はメールアドレス
【email@dainyu.or.jp】まで
QRコードからもメールアドレスを取得できます▶

イルミネーションのようす

クレイングラス

ストロー類

→

↑

↑

↑

輸入粗飼料の情勢

収穫期を通して天候は安定していたため、総じて良品が多く発生した年と言える。
日本および韓国からの需要は引き続き強く、産地相場は堅調なまま推移している。

オーツヘイ → ↑

西豪州全体では概ね 60－70％が上級品、中級品は 30％程度、低級品の発生はほぼゼ
ロに近い状況である。南豪州においても、収穫期全般を通して天候に恵まれたこと
から、ほとんどが上級品となっており、中低級品の発生は限定的となっている。東豪
州でも発生の中心は 70－80％が上級品となっており、中級品が 20－30％、雨当たり
などの低級品はほぼ発生していないようだ。豪州航路についても北米同様、１月か
ら実施される重油に含まれる硫黄に対する環境規制に伴う海上運賃の上昇の影響
は免れず、今後の価格に反映されると考えられる。中国、韓国向けなどからの引き合
いも非常に旺盛で、特に発生が少ない中級品以下の産地価格を下支えしている。

台風の影響で自給飼料への被害があった日本、韓国の両国からの需要が非常に強
く、産地価格は上昇している。

USチモシー → ↑

主産地コロンビアベースン及びエレンズバーグの１番刈は天候に恵まれ上級品
が多く発生した。一方、２番刈は、多くが雨当たりの被害を受けた。産地の在庫は
中～低級品については一部のサプライヤーが余剰を抱えている。産地相場は収穫
当初から昨年に比べ下がりったが、生産者の生産意欲を減退させる結果となり、
来期に向け作付面積は減少していくと予想される。

フレート ↑

シアトル・タコマ港では、クリスマス商戦向けの輸入貨物の増加が見込まれており、
港の混雑に拍車がかかることが予想されている。ポートランド港では、空コンテナの
不足が依然として解消しておらず、今後増加することが予測されるオレゴン産のスト
ロー需要に対応できるか懸念されている。ロサンゼルス・ロングビーチ港は、米中貿
易摩擦の影響で取扱量が大きく減っている。また、２０２０年１月から重油に含まれ
る硫黄に対する環境規制が始まる。1 月からの規制開始に合わせ、本格的に LSFCC
の課金が始まる模様で、コストの増分は船会社及び牧草サプライヤーが吸収できう
るものではなく、製品価格への転嫁は不可避なものとなる。

ビートパルプ → ↑

ミシガン州では収量予測が下方修正されている。ノースダコタ州及びミネソタ州の
北部から中部では、秋の記録的な大雨と冷涼な気候により約117,000エーカーの圃
場で収穫を断念した。これは当初収穫予想量の約 33％に該当する。ノースダコタ州
東南部でも、状況は悪く収穫が放棄された圃場は全体の約 13％と言われている。ミ
ネソタ州中南部では、収穫期を通して天候不良に見舞われ、他地域と同様に収穫量
は減少した。このように各地域で収穫量は当初予想よりも減少しており、今後のビー
トパルプの供給量にも大きく影響してくると考えられる。

カナダチモシー → ↑

アルバータ州南部レスブリッジ地区では一部の 2番刈で未収穫の圃場はあるが、冬期を迎え
このまま収穫せずに19年産を終了する見込みである。1番刈は、収穫期の天候に恵まれたこ
とから上級品が中心となり、2番刈の上級品の発生はごく一部で、多くは中低級品となって
いる。中部クレモナ地区では収穫期の天候が安定せず、収穫期序盤に生産されたものは上級
品中心、その後は天候の悪化により中低級品が中心となった。産地相場は日本および韓国
からの需要は安定した状態が続いているため、大きな変動は見られない。

↑
（円安傾向）

↑
（円安傾向）

↑
（円安傾向）

↑
（円安傾向）

↑
（円安傾向）

↑
（円安傾向）

↑
（円安傾向）

↑
（円安傾向）

アルファルファヘイ → ↑

主産地であるコロンビアベースンでは、収穫期を通して天候に恵まれず、１番刈では50-70％
が雨当たりの被害を受け、降雨を避けた圃場でも、多くが刈遅れ品質となった。２番刈以降
も不安定な天候は続き、変色（ブリーチ）の発生が多く、高成分・上級品の発生割合はシーズ
ンを通して極めて限定的となった。米国内の乳価は昨年の同時期に比べ約 20％上昇してお
り、米国内酪農家からの需要は底堅く、中東からの需要も強く、加えて輸出向けの良品質の
ものが産地全体として不足していることから産地相場は上昇している。

スーダングラス → ↑

今年は収穫直前の気温が例年よりも低かったことから茎のサイズにバラツキが生じ、細
茎の上級品の発生は当初の予想よりも少なくなった。産地相場は日本からの安定的な需
要を背景に総じて堅調に推移しているが、低級品についても、日本および韓国からの引
き合いも強まっていることから相場は上昇しており、すでに産地側でも生産農家在庫は
なく、サプライヤー在庫もほとんどない状況で追加買付は難しい状況となっている。

品　目
今後の改定要因

特　記　事　項
品代 為替 フレート
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年 末 年 始 直売所・工場見学営業日
お問い合わせ窓口営業日について

【11月20日提出議案】
第１号議案      １０月末経営検討について
第２号議案       指導部関連規定の一部変更について
第３号議案       貸付牛規程の一部変更について
第４号議案       安全運転管理規定の一部変更について
第５号議案　  年末一時金について

理事会だより 令和元年11月20日理事会にて
次の議案が決議されました

物　流　課 直売所「カウィーのみるく館」
定休日について

製造管理課 工場緑地帯の
イルミネーションを始めました

次 回 の
定休日は 1月9日（木）です

※年末年始の営業日につきましては、右枠の【直売
所・工場見学営業日・お問い合わせ窓口営業日に
ついて】をご覧ください　　

　牛のモニュメントがある工場緑地帯にイルミネー
ションが復活しました。
　今年は、工場の建物内にもイルミネーションを施
して季 節を演 出して
います。
　イルミネーションは
年末頃まで点灯する
予定です。
　ぜひ、皆さんお楽し
みください。

ネットショップ：カウィーの白バラショップネットショップ：カウィーの白バラショップ
１２月２８日（土）～１月５日（日）まで

発送業務を休業致します
※詳しくはショップホームページをご覧ください

工場見学工場見学
１２月２９日（日）～１月５日（日）まで

工場見学を休業致します
※１月６日（月）より再開致します（要予約）

ＨＰお問い合わせフォームＨＰお問い合わせフォーム
１２月２８日（土）～１月５日（日）まで

問い合わせ対応業務を休業致します
※お問い合わせの送信は可能です
※期間中のお問い合わせについては
　１月６日（月）より順次対応致します

フリーダイヤルフリーダイヤル

※１月６日（月）より通常営業致します
フリーダイヤルを休業致します

１２月
１月

２８日（土）・２９日（日）・３１日（火）

１日（水）・２日（木）・４日（土）・５日（日）

各業務につきまして年末年始休業日のお知らせです

カウィーのみるく館カウィーのみるく館
１２月３１日（火）ＰＭより休業
  １月  １日（水）休業
  １月  ２日（木）休業
  １月  ３日（金）通常営業

１４：００まで営業

新年初売り
1月３日

です

酪農だよりに関するご意見ご感想はメールアドレス
【email@dainyu.or.jp】まで
QRコードからもメールアドレスを取得できます▶

イルミネーションのようす



平成から令和新時代となった２０１９年も残りわずか
となりました。本年も「酪農だより」をご愛読いただき本
当にありがとうございます。皆さまどうぞ良いお年をお
迎えください。　

　真冬の鳥取砂丘が雪に覆われると、一面真っ白にな
るんだよ。広がる景色はまるで南極。ここが日本なの
を忘れるくらい神秘的で幻想的な風景なんだ！鳥取に
来たら立ち寄ってみてね♪

　今回は昭和 51 年 5月20日発行の「酪農だより172
号」。建設中の鳥取放牧場の一部が完成し、多数の関係
者が集まり放牧式が行われました。

令和元年12月20日

695　　

https://dainyu.or.jp

令和元年度牛乳衛生功労者表彰
製造部  美船裕之審議役受賞
　11月15日（金）、東京・千代田区のホテルグランド
パレスで一般社団法人日本乳業協会による令和元年
度牛乳等衛生功労者表彰式が開催されました。
　今回の表彰式では、会長表彰が 5名、会長感謝状が
10名、永年勤続表彰が1名の合計16名が表彰を受け、
製造部美船裕之審議役が会長感謝状を授与されま
した。
　日本乳業協会の西尾啓治会長は挨拶で、受賞者へ
の永年の貢献と努力に敬意を表され、功績を称え受賞
を祝われました。また、「受賞者へこの功績を活かし後
進の指導・育成に従来にも増して尽力ください。」と言
葉をかけられました。

Dainyu-PICKUP！
第31回「巨木の郷 二人三脚・
三人四脚駅伝大会」で健闘 ｜陸上部ランナーズ
　11月10日（日）琴浦町古布庄地区で、第 31 回「巨木
の郷二人三脚・三人四脚駅伝大会」が開催されました。
　爽やかな秋晴れの下、地区内外から計 14チームが
参加し、陸上部ランナーズは地区外の部に２チーム参
加し大山乳業農協をＰＲしました。
　コースは６区間７kmで、県の天然記念物「古布庄
の大スギ（中津原）」から国の天然記念物「伯耆の大シ
イ（宮場）」までを二人三脚と単独走、最終区は三人四
脚でタスキをつなぎゴールを目指します。
　参加したメンバーは声を掛け合い楽しみながら走り
抜け、熱戦の結果Ａチームが地区外の部で見事優勝を
果たしました。また、今年の新入職員で結成したＢチー
ムも２位となりました。
　大会終了後の親睦会では古布庄地区で収穫された
米や野菜、豚肉やいのしし肉を使った料理が振舞われ
ました。
　古布庄地区の皆様、
ありがとうございま
した。来年もまた参
加 させていただき
ます。　　　　　　　　　　　

Dainyu-PICKUP！

今月は
冬の鳥取砂丘
へお出かけ！

写真は優勝したＡチー
ムのゴールのようす▶

とっとリップとっとリップ

　今月より、新コーナー「カウィーのとっとリップ」がス
タートします！カウィーが鳥取県の様々な名所を訪れ、見
どころを紹介します。お楽しみに！

受賞者の皆さん（美船審議役：下から３段目、左から２番目）


